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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・本日、経過記録作成の締切日である為、報告を小嶋SGMへ忘れずに行って下さい。
・久保　興介様　2/9(木)体験利用予定

・上村　正暁様　2/17(金)体験利用予定
・2/9(木)勤務変更。
小嶋SGM　日勤→公休(14日公休→日勤)、馬場　遅番→日勤、赤坂　日勤→遅番
・次月分の勤務表を各フロワーに配布した為、自分の勤務や休みの確認をして下さい。
・3月分のプログラムテキスト提出期限は2/23(木)となる。石渡さん退職に伴い、次月作成分(4月分)は後日割り振りしていく。
・2/22(水)～24(金)第3回昇格試験実施。試験実施希望日を小嶋SGMが取りまとめて連絡してくれる為、申し込んでいない方はSGMへ伝えて下さい。
・2/24(金)八戸神経疾患学術講演会　
場所:八戸グランドホテル3Ｆ双鶴　時間:18:45～20:15
対象:医師、薬剤師、コメディカル(人数制限なし)※申し込み締め切り2/20(月)正午まで。
詳細は、WIZ掲示を各自確認すること。
・次回、症例検討会:議事録　馬場　医局連絡会:議事録　慶長JGM
・利用者の携帯電話の使用について、プログラム中に着信音が鳴ることが目立ってきている為、デイケア利用中はマナーモードに設定するようミーティング時に伝えていく。
・入浴時、“泡を流さないで浴槽に入る人がいる”と利用者様より苦情があった為、ミーティング時にマナーについて伝えていき、プログラムテキストにも反映させていく。
＜利用者様情報＞
デイケア

・若松　邦生様～来所後、「青明舎に行ってきてもよいか」とスタッフへ話し掛けがある。青明舎スタッフと特に約束はしていないとのことで、必要ならこちらから青明舎へ連絡し訪問してもらうことを提案すると、「別に大丈夫です」と話している。理由を尋ねると、「話し相手がいない」と答えており、その後、スタッフと一時間ほど話をしている。内容は、入院中や青山荘での過ごし方や特定メンバーの嫌だった出来事等を話している。デイケアでは、「他の人の行動が思っている事と違うとイライラしてしまう」「病状と分かっているけど、どうしてもイライラしてしまう」と話している。担当スタッフへも情報を伝え、ストレスやイライラの対処について伝えていく。
・東海林紀子様～本日、青南病院の入り口の坂で転んでしまい、アゴのあたりをぶつけ、擦りむいている。今週の月曜日には、前回の転倒のケガで整形外科を受診している。「最近よく転ぶんですよ」と、転んだ時の様子を話している。後方にいる相手を見ながら話しをしていて転んだり、凍結している所で転んだりしているので、大きなケガに繋がらないよう危険を予測しながら歩くよう伝えている。
・東海林康之様～久しぶりに来所している。笑顔でスタッフや他者と交流を持っているが、眠って過ごす様子が見られている。生活状況について確認すると、隔週の火・木・土曜日の15時から2時間の間、浴槽掃除の仕事が増えたと話しており、疲労感は今のところないとのこと。4月からバス停の掃除も増える予定だと報告しているため、体調など無理をしないよう伝えている。
デイナイトケア

・奥山以依子様～昨日、午後のプログラム中に、ペンでノートを叩いている。何があったか尋ねると「ペンがおかしい」と話している。本人よりペンを預かり、様子を見るとノック式ボールペンの、ノック部分が機能していない状態となっている。何回も繰り返しペンでノートを叩いており、他にペンがないか尋ねると、ロッカーに他のペンがあるとのことなので、代用をするよう促すと、「うん」と答えるが取りに行くことはない。17:30までペンを分解しており、夕食時間になる為、食事席に着くよう促すと応じている。夕食後、再びペンを分解し直しており、18:35にスタッフに笑顔で「直りました」と話し、以降は普段通りに過ごしている。
本日は、特に変わった様子は見られていない。
・鈴木真知子様～昨日6:50外出しようとしており、理由について「散歩に行きたくて」と外出願望が聞かれていた。午後には「散歩に行きたい」とスタッフに話し、近郊をスタッフ同伴で散策に出かけている。「買物に行きたい」「3月に行く予定になっています」と話しており、散策から帰ると、「寒い中ありがとうございました」と挨拶している。今後も、訴えのあった際には話を傾聴し、所在確認を行っていく。また、帰荘後「電話かけたいんですけど」とカウンターに来て、最近かけ過ぎではないかと青風荘スタッフが指摘すると「長姉に話したいことがあるの」と強い希望があり電話されている。長姉様宅につながったものの会話出来ず終了している。その後、次姉様宅に掛け、話をしていたとの情報がある。
・古川　富蔵様～昨日、夕食の準備の際、スタッフへ「寝る前に痛み止め下さい」と要求あり、腰痛を訴えている。就床前薬時に頓服のエトドラク錠1錠を服薬しているとの情報がある。
・倉橋　生子様～昨日、帰荘時間直前にロッカー室におり、スタッフが声を掛けると「みんな帰ってから最後に帰る」と話している。最後に帰る理由について尋ねると、「足が重いんだよ、薬変えたからかな」と話している。次回受診時、主治医に相談するよう伝えると了承している。帰荘時に「ごめんね、面倒くさいこと言って」とスタッフに話し、最後に帰荘している。
　　　　　　　　帰荘後には、夕食後薬服用後、リネン交換日にも関わらずシーツを持たず自室へ戻り、音量大にしてラジオを聞くことや、廊下で他者様が包布カバーをかけているのを見て「あっ！忘れてた。すみません」と話していたとのこと。また、階段を上がって来る際「おっこらしょ」とわざとらしく言いながら来ていたとのこと。
本日の、デイナイトケアでは穏やかに過ごしている。
ナイトケア

・八木橋牧雄様～昨日の来所時、体調について質問すると「なんも大丈夫だ」と話しており、不調は特にないとのこと。顔面紅潮や酒臭はなく、手指振戦は見られているが軽度となっている。スタッフと交流しながら表情よく過ごしており、時間が経過しても変化は見られていない。
＜外来情報＞

・板橋　利美様～倉橋様についてうるさくて気になると話している。あまり気にしないよう医師がアドバイスをしている。夜間の眠りが浅く体が冷えると報告をしている。

・中村　茂　様～夜間は眠れていると報告をしている。幻聴について昼夜とわずにあり、体がすっきりしないとのこと。青陽館に時間どおりに通えていないため、気をつけると話している。

・倉橋　生子様～他者への干渉が酷いことから、医師より干渉したり怒鳴ったりしないように指導がある。

・成田　早希様～夜間、寝付きが悪いと報告をするが、精神的な変化はないとのこと。

・繁名　和恵様～幻聴が続いているが頓服薬は飲んでいないと報告をしている。木曜日に訪問看護と診察を毎週行う。

・藤村　翔　様～苛々感や不調はないと報告をしている。食事、睡眠はしっかりとれている。

・野月　利章様～先週から風邪をひいているとのこと。右手のリハビリは順調だと報告をしている。食欲が無いと話している。

・川口　尚良様～耳鼻科と眼科を受診していると話している｡耳鼻科はアレルギー性鼻炎、眼科は眼がゴロゴロして受診したところ黒眼に傷がついていると言われたとのこと｡前回の血液検査の結果は問題なかったとのこと｡母がビールを飲みたいと話し、飲んでいる時、においが気になったが、飲まずに済んだと話している｡

・平　　京子様～体重は少し減ったと話している｡また、青陽館スタッフと話し合い、診察がある日はデイケアを休むことにしたとのこと。腰痛があり､整骨院に1回行ったと話している｡

・東海林紀子様～転んで何度か外科に通院していると話している｡また、そろそろ子供が欲しいので薬剤調整を希望しているが､「仕事を増やしたい。木曜日にしようかな」と話すこともある｡

･東海林康之様～妻様が子供が欲しいと話すのを聞いて､まだ入籍して1年になっていないので､もう少し経ってからにしたいと話している。仕事の方では､新しく風呂掃除が増えたが、順調だと話している｡

・澤口　利香様～ファモチジンを頓服にしたいとの希望があり､医師に相談し､1日分処方となっている｡ドッグガーデンの仕事日を増やしたいと話していたが､増やせないと言われたと話している｡母様と喧嘩をして仕事を休んだ時に過量服薬したと話しており､医師より仕事の日に休んだりすることがあるので､増やせないのではないかと説明されている｡また､幻聴はテレビの音やサイレンが聞こえてくると話している｡

･中村　鶴子様～特に変わりはないと話している｡

･村上　元道様～背中が痛かったが､ナイトケアスタッフにもんでもらって良くなったと話している｡イライラは少しあるとのこと。掃除や日常のことが出来なくなっていると話している｡
カンファレンスシート（稲垣　ふき　様）
担当チーム：佐々木･服部
参加者：小嶋、慶長、工藤、赤坂、藤田、馬場、岩見、佐々木

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	稲垣　ふき　様
	性別
	女
	年齢
	72
	生年月日
	S19.4.2

	主病名
	統合失調症
	合併症
	老人性認知症

	治療方針（医師の指示）
	1：基本的な生活習慣の修得（生活リズム、食生活の改善と金銭管理が出来るようになる）

2：身体機能の維持･向上（運動の習慣）

3：対人関係の改善（人付き合いの場への参加と対人面でのストレス対処法を習得）

4：作業能力･持続性の向上（注意・集中力の維持、改善）

5：病識を身につける

	本人希望
	病状の安定と現在の生活維持

	家族希望
	病状の安定と現在の生活維持

	入院歴
	計　3回（最終：H2年9月13日～H13年6月13日）青南病院

	通所歴
	1回目　今回：H13年6月14日～現在　　　（デイナイトケア　週5回）

	住居：青風荘
	家族構成



	利用制度


	精神障害者保健福祉手帳　1級
	障害基礎年金1級
	後期高齢者医療　自立支援・重度医療有
障害程度区分：区分２

	備考：事例検討に必要な情報を記載

　S47年頃に出産後より、被害妄想・幻聴が出現して、松平病院にて通院治療を行っていた。その後、上記症状の再燃を繰り返し、無為・自閉・不眠な等の症状が出現し、精神科病院へ入退院を繰り返していた（計3回）。上記症状が続いており、H2.9.13当院を受診し入院（～H13.6.13）。退院後は福祉ホームB型へ入所し、以降、通院治療を継続。H24.4.1、障害者自立支援法の制度移行によりケアホームへ入所。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①現在の生活を続ける。
	①病状の変化に気付けるようになる。
	①疲れている時は休息を取る。
	①気分変動や不調の際はスタッフに話し、休息を取る。本人の興味あることをスタッフが提示し、気分転換を図る。

	②体重増加をせず、維持する。
	②体重60kg以下を目標にする。
	②運動療法以外で体を動かす機会を増やす。
	②体重維持の為、運動療法以外で体を動かす時間を作れるようになる。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①疲れている時は休息を取る。


	・表情が冴えない時には、気分転換をアドバイスしても、頭痛や眠気を訴えることが多い。

・体調確認すると、必ず、頭痛、眠気の訴えが聞かれている。以前よりは、自身から休んでもよいか伝えることができている。（頭痛について、髪が伸びてくると切りたくなってと、話す事がある）

・小さな声で鼻歌を歌っていることやモゴモゴと独り言を話していることがよく見られ、妄想様発言が聞かれることがある。声掛けには「なんでもない」と笑顔で答える時と「いい、いい」と素っ気ない態度の時がある。

・幻聴がある様子で、「今、なんか言わなかった？」と突然スタッフや他者へ話し掛ける事がある。
	頭痛の訴えと同時に髪を切りたいという訴えも聞かれている。頭痛を訴える時は、その裏に美容院に行きたいといった裏の要求があると考えられる。今後、そういった言葉の裏にある要求を確認していくこととする。また以前に比べ易怒性が、目立たなくなり、他者とのトラブルも減っている。特定の利用者とのトラブルを上手く回避する様子も見られており、今後も休息を取り、上手くストレスを回避していけるようにしていく。→計画継続

	②運動療法以外で体を動かす機会を増やす。
	・運動療法以外で身体を動かすことは見られていないが、体重は大きく増加することなく経過。

・膝痛があり、整形外科を定期的に受診している。利用中に痛みを訴えることは殆どないが、症状の改善に繋がるようにアプローチしていく

・身長151cm。体重:10月61.2㎏、11月61.0㎏、12月61.0㎏。

・担当医より、高カロリーのものは注意するようにアドバイスを受けている。9月より1㎏減っており、以後の変動は殆どない。運動の促しには「いつもやっているよ。変わんないよ」と、アドバイスに関心を示さない反応を見せている。
	運動を促す内容だと拒否が見られる為、促し方を工夫する。レクダンスやスポーツを好んでいる為、それらを楽しむ形で運動の機会を増やしていくこととする。膝痛の原因が体重増加の可能性がある。体重はもう少しで目標へ達するも、ほぼ61㎏と維持出来ている。「もう少し細くなりたい」と、本人から目標継続の希望が聞かれていることから、引き続き計画を継続していく。

	その他

・会話中、相手の言葉をきちんと聞かず、自身が思い込んだ言葉で聞き返すことがあり、的外れな内容を聞き返してくる事がある。

・他者交流の際は、よく笑っている様子が見られる。

・他者より直接嫌な事を言われても相手にすることはなく、他者とトラブルとなることはない。以前に比べ易怒性は目立たなくなり、他者より直接嫌な事を言われても相手にすることはなくトラブルも減っている。

・幻聴はあるが、自ら話してくることは殆どない。
・疾患別診療計画書の説明を聞き入ることや本人の説明を受けたというサインの意味を理解してもらえないことがある。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①現在の生活を続ける。
	①病状の変化に気付けるようになる。
	①疲れている時は休息を取る。
	①気分変動や不調の際はスタッフに話し、休息を取る。本人の興味あることをスタッフが提示し、気分転換を図る。

	②体重増加をせず、維持する。
	②体重60kg以下を目標にする。
	②運動療法以外で体を動かす機会を増やす。
	②体重維持の為、運動療法以外で体を動かす時間を作れるようになる。


本人











賢治様








